





















































































（1918-19 年のインフルエンザ患者と 1919-20 年のコレラ患者を除いては）ほとんどが把握すらされな
図 2．朝鮮に居住する朝鮮人と日本人の人口 10 万人当りの伝染病死亡者数ᅗ 2㸬ᮅ㩭࡟ᒃఫࡍࡿᮅ㩭ே࡜᪥ᮏேࡢேཱྀ 10୓ேᙜࡾࡢఏᰁ⑓Ṛஸ⪅ᩘ 
 
出典：『朝鮮総督府統計年報』「戸口篇」






























一方、＜表 1＞の 1916 年の朝鮮人患者数、死亡者数については疑いの余地がある。日本人に比べ 10



























金洛年編『韓国の経済成長 1910-1945』497 頁および 494 頁。






























図 9．医療従事者（医師及医生）の 1人当りの人口 18）ᅗ 9㸬་⒪ᚑ஦⪅㸦་ᖌཬ་⏕㸧ࡢ 1ேᙜࡾࡢேཱྀ18 
 



































３）　 代表的な著書と論文としては、以下のものがある。金哲『韓国の人口と経済』岩波書店、1965 年；Kim Yun（金錬）, 
The population of Korea 1910-1945, 1966, Ph.D. Thesis at the Australian National University; Chang Yunshik
（張潤植）, Population in early modernization: Korea, 1967, Ph.D. Thesis at Princeton University; 石南国『韓国
の人口増加の分析』勁草書房、1972 年；Kwon Taihwan（権泰煥）, Demography of Korea-Population Change 





















15）　 強占以前に官立 1校、私立 1校だった医学校が、1940 年には官立 2校（京城）、道立 2校（大邱と平壌）、私
立 2校（京城）に増加した。
16）　 朝鮮に居住する日本人医師 1194 名を合わせると、医師 1人当りの朝鮮人人口は 6700 余名と多少減る。一部
朝鮮人が日本人医師の診療を受けることはあったが、それは例外的なことだった。
17）　 日本では 1870 年代から伝統的医療従事者の再生産は禁止されたが、医師としての資格は認定した。反対に、
台湾と朝鮮では総督府当局の措置により伝統的医療従事者は「医生」に格下げされ、再生産も禁止された。医
生は、死亡と年齢の増加により、いつかは消滅する運命にあった。
18）　 在朝朝鮮人 1：朝鮮人人口／朝鮮人医師＋医生、在朝朝鮮人 2：朝鮮人人口／朝鮮人医師＋医生＋日本人医師、
在朝日本人：朝鮮居住日本人人口／日本人医師。
［訳：呉仁済］
